
令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
四
節

更
生
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
六
十
四
条

第
四
百
六
十
八
条
）

第
五
節

更
生
保
護
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
六
十
九
条

第
四
百
七
十
一
条
）

第
六
節

少
年
院
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
七
十
二
条
）

第
七
節

少
年
鑑
別
所
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
七
十
三
条
）

第
三
章

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
七

十
四
条

第
五
百
八
条
）

第
四
章

そ
の
他
（
第
五
百
九
条
）

附
則第

一
編

関
係
法
律
の
一
部
改
正

第
一
章

法
務
省
関
係

（
爆
発
物
取
締
罰
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

爆
発
物
取
締
罰
則
（
明
治
十
七
年
太
政
官
布
告
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
懲
役
又
ハ
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
若
ク
ハ
」
を
「
又
ハ
」
に
、「
懲
役
又
ハ
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
中
「
懲
役
又
ハ
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

第
八
条
及
び
第
九
条
中
「
懲
役
又
ハ
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
六
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
律
第
六
十
八
号

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
編

関
係
法
律
の
一
部
改
正

第
一
章

法
務
省
関
係
（
第
一
条

第
六
十
七
条
）

第
二
章

会
計
検
査
院
関
係
（
第
六
十
八
条
）

第
三
章

内
閣
官
房
関
係
（
第
六
十
九
条

第
七
十
九
条
）

第
四
章

内
閣
府
関
係

第
一
節

本
府
関
係
（
第
八
十
条

第
九
十
三
条
）

第
二
節

公
正
取
引
委
員
会
関
係
（
第
九
十
四
条
・
第
九
十
五
条
）

第
三
節

国
家
公
安
委
員
会
関
係
（
第
九
十
六
条

第
百
八
条
）

第
四
節

個
人
情
報
保
護
委
員
会
関
係
（
第
百
九
条
・
第
百
十
条
）

第
五
節

金
融
庁
関
係
（
第
百
十
一
条

第
百
三
十
七
条
）

第
六
節

消
費
者
庁
関
係
（
第
百
三
十
八
条

第
百
四
十
二
条
）

第
五
章

デ
ジ
タ
ル
庁
関
係
（
第
百
四
十
三
条
）

第
六
章

復
興
庁
関
係
（
第
百
四
十
四
条
）

第
七
章

総
務
省
関
係
（
第
百
四
十
五
条

第
百
七
十
五
条
）

第
八
章

外
務
省
関
係
（
第
百
七
十
六
条

第
百
八
十
条
）

第
九
章

財
務
省
関
係
（
第
百
八
十
一
条

第
二
百
八
条
）

第
十
章

文
部
科
学
省
関
係
（
第
二
百
九
条

第
二
百
十
九
条
）

第
十
一
章

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
二
百
二
十
条

第
二
百
七
十
四
条
）

第
十
二
章

農
林
水
産
省
関
係
（
第
二
百
七
十
五
条

第
二
百
九
十
九
条
）

第
十
三
章

経
済
産
業
省
関
係
（
第
三
百
条

第
三
百
四
十
条
）

第
十
四
章

国
土
交
通
省
関
係
（
第
三
百
四
十
一
条

第
四
百
二
十
一
条
）

第
十
五
章

環
境
省
関
係
（
第
四
百
二
十
二
条

第
四
百
三
十
五
条
）

第
十
六
章

防
衛
省
関
係
（
第
四
百
三
十
六
条

第
四
百
四
十
条
）

第
二
編

経
過
措
置

第
一
章

通
則
（
第
四
百
四
十
一
条

第
四
百
四
十
三
条
）

第
二
章

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

第
一
節

刑
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
四
十
四
条

第
四
百
五
十
七
条
）

第
二
節

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百
五
十
八
条
）

第
三
節

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
第
四
百

五
十
九
条

第
四
百
六
十
三
条
）

第
十
二
条

少
年
鑑
別
所
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
」
を
「
拘
禁
刑
（
国
際
受
刑
者
移
送
法
（
平
成
十
四
年
法
律

第
六
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
執
行
す
る
共
助
刑
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「（
平
成

十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）」を
削
る
。

第
百
三
十
二
条
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日

二

第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
（
少
年
院
法
第
二
条
第
三
号
、
第
三
条
第
二
号
、
第
四
条
第
一
項
第
四

号
、
第
百
四
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
十
一
条
の
規

定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
そ
の
他
の
事
項
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
検
証
）

３

政
府
は
、
第
一
条
の
規
定
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
法
第
二
百
三

十
一
条
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
条
の
規
定
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
に
適
切
に
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
表
現
の
自
由
そ
の
他
の
自
由
に
対
す
る
不
当
な
制
約
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

等
の
観
点
か
ら
外
部
有
識
者
を
交
え
て
検
証
を
行
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

法
務
大
臣

古
川

禎
久

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫


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